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理 由 書

淡路市岩屋火葬場は供用開始から２５年が経過しており、老朽化が進み、稼働率も
低い状態が続いている。
そのため、施設運営の効率化や市民の利便性向上の観点から、市内に点在する
火葬場を集約して、新火葬場を建設することとした。
この度、新火葬場が供用されたことから、淡路市岩屋火葬場の都市計画を変更
（廃止）する。
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